
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和３年４月２７日（火） ８：０１～８：１２ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：菅 義 偉 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（総務大臣） 

上 川 陽 子 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

田 村 憲 久 国務大臣（厚生労働大臣） 

野 上 浩太郎 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岸 信 夫 国務大臣（防衛大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（内閣官房長官） 

平 沢 勝 栄 国務大臣（復興大臣） 

小此木 八 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

坂 本 哲 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

丸 川 珠 代 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

井 上 信 治 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：坂 井 学 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件 ２件 

○国会提出案件 １０件 

○公布（法律） ２件 

○政令 ２件 

○議員提出法律案関係 １件

○人事 ４件 

○配布 ５件 

いずれも，案件表のとおり，決定等となった。 
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議事内容： 

○加藤国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。

まず，閣議案件について，岡田副長官から御説明申し上げます。 

○岡田内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，恩赦２件につい

て，御決定をお願いいたします。刑の執行の免除及び復権を行うものであります。 

次に，「郵政民営化の進捗状況についての総合的な検証に関する郵政民営化委員

会の意見の報告」について，御決定をお願いいたします。本件は，郵政民営化法に

基づき，民営化の進捗状況についての同委員会の意見を国会に報告するものであり

ます。 

次に，質問主意書に対する答弁書９件について，お手元の資料のとおり，御決定

をお願いいたします。 

次に，法律の公布について，御決定をお願いいたします。「自然公園法の一部改正

法」外１件が，２３日の参議院本会議において，可決成立したものであります。 

次に，政令２件について，御決定をお願いいたします。まず，「令和２年５月１５

日から７月３１日までの間の豪雨による災害についての激甚災害及びこれに対し

適用すべき措置の指定に関する政令の一部を改正する政令」は，同激甚災害につい

て，雇用保険法による求職者給付の支給に関する特例の適用期間を本年１１月１４

日まで６か月間延長するものであります。 

次に，「中小企業退職金共済法施行令の一部を改正する政令」は，退職金共済制度

の安定を図るため，建設業及び林業における同制度について，退職金の額の算定に

用いる金額等を改定するものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，人事院公務員研修所副所長鈴木

亮太郎外１名を特命全権大使に任命することについて，御決定をお願いいたします。

おって，任命の上は，アイスランド国等に駐箚を命じようとするものであります。 

次に，財務官岡村健司外２名に，アジア開発銀行総務会第５４回年次会合臨時総

務代理たる日本政府代表代理を命ずること外１件について，御決定をお願いいたし

ます。 

次に，裁判官人事といたしまして，判事兼簡易裁判所判事に任命するものについ

て，御決定をお願いいたします。 

次に，大島恒彦外２２２名の叙位，叙勲又は紺綬褒章等授与について，御決定を

お願いいたします。 

次に，配布資料といたしまして，外交青書があります。本件につきましては，後

程，外務大臣から御発言があります。 

次に，件名外案件について，申し上げます。「債務救済措置に関する書簡」をパキ

スタンとの間に交換することについて，御決定をお願いいたします。本件は，主要

債権国会合の合意に基づく債務救済措置として，「独立行政法人国際協力機構」等に

対するパキスタンの債務約４００億円について，支払いを猶予することを取り極め

るものであります。なお，本日の書簡交換まで不公表といたしたいので，御了承を

お願いいたします。 
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次に，準備のための案件といたしまして，内閣提出法律案の修正案に対する国会

法に基づく内閣の意見要旨について，あらかじめ御決定をお願いいたします。本件

は，内閣意見を求められることを条件に決定するもので，それまでの間，不公表扱

いとなりますので，御了承をお願いいたします。本日，衆議院環境委員会において

採決予定の「地球温暖化対策の推進に関する法律の一部改正法案」に対する修正案

は，国の設置する施設について，省エネルギー又は再生可能エネルギーの利用を目

的とした改修を計画的に実施すること等を追加するものであります。これに対する

内閣の意見要旨は，「政府としては，反対である。」というものであります。 

○加藤国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，外務大臣から２件御発言がご

ざいます。

○茂木国務大臣：まず，令和３年版外交青書について申し上げます。令和３年版外交

青書の要旨をお手元に配布いたしました。今回の外交青書では，新型コロナへの対

応を巻頭特集として取り上げました。また，「自由で開かれたインド太平洋」の実現

に向けた取組について詳しく述べるとともに，日本が主導している経済連携協定，

ハイレベルな経済圏の拡大や，ポスト・コロナを見据えた国際的なルール作りなど

を記載し，「包容力と力強さを兼ね備えた外交」を通じて，国際社会で存在感を高め

る日本外交をしっかり発信する内容としています。 

 次に，中南米諸国・アフリカ諸国に対するコールド・チェーン整備のための緊急

無償資金協力について申し上げます。新型コロナの影響を受ける中南米諸国及びア

フリカ諸国に対するコールド・チェーン整備のための支援として，合計３，８８９

万ドルの緊急無償資金協力を行うこととします。具体的には，国連児童基金と連携

しつつ，ワクチンの保冷設備などのコールド・チェーン整備のための支援を実施す

るものです。 

○加藤国務大臣：次に，私から松山英樹氏に対し，内閣総理大臣顕彰を授与すること

としたので，報告いたします。松山英樹氏は，日頃のたゆみない精進によって，日

本人初のマスターズ・トーナメントの優勝を成し遂げました。また，東日本大震災

発災以来，被災地を励まし続け，１０年の節目に当たる今年，改めて大きな勇気を

与えました。我が国のスポーツの振興に大きく貢献するとともに，すべての国民に

努力の大切さを伝え，夢と希望を与えた功績は誠に顕著であり，内閣総理大臣顕彰

を行うものであります。なお，顕彰式は４月３０日，総理大臣官邸において行う予

定であります。

これをもちまして，閣議を終了いたします。 

引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

西村大臣から御発言がございます。 

〇西村国務大臣：この度，４月２５日から５月１１日までの１７日間を期間として，

東京都，大阪府，兵庫県及び京都府を対象に，緊急事態宣言を発出したところです。

また同時に，まん延防止等重点措置について，期間を５月１１日まで延長するとと

もに，宮城県，埼玉県，千葉県，神奈川県，愛知県及び沖縄県に加え，愛媛県を追

加したところです。今回の緊急事態措置は，変異株の感染拡大や各地域での医療提
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供体制の状況等を踏まえ，大型連休という機会をとらえて昨年春と同等の極めて強

力な対策を集中的に実施するという考えの下で，感染拡大の主な起点となっている

飲食店等の感染源対策を強化するとともに，徹底的に人流を抑えるための強い措置

を実施するものです。これらの地域では，飲食店等に対する営業時間短縮要請に加

え，酒類提供の停止や大規模集客施設に対する休業要請，不要不急の外出・移動の

自粛，テレワーク・休暇取得の推進といった感染防止策を講じていただきます。各

府省におかれては，こうした取組に御理解いただき，関係団体への要請など，取組

が徹底されるよう対応をお願いします。また，政府としても，率先してこうした取

組を進めるべく，テレワークの活用や大型連休中の休暇取得の促進等により，出勤

者数の７割削減を目指していただくなど，対策の強化・徹底に取り組んでいただく

ようお願いします。 

〇加藤国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和３年 

４月 27日 

◎ 一 般 案件

 ☆ 恩 赦 につい て （ 決定 ）   （ 内 閣 官房 ） 

◎ 国 会 提出 案件

  ○ 郵政 民営 化 の 進捗 状況 に つ いて の総 合 的 な検 証に

関 す る 郵 政 民営 化 委 員会 の意 見 の 報告 につ い て

（ 決 定 ）                      （ 内閣 官 房 ）

1. 衆 議 院議 員 馬 場伸 幸（ 維 新 ）提 出「 従 軍 慰安

婦 」 等 の表 現に 関 す る質 問に 対 す る答 弁書 に

つ い て （決 定）                （ 同上 ）

1. 衆 議院 議 員 松原 仁（ 立 民 ）提 出東 京 オ リン ピ

ッ ク ・パ ラ リン ピ ッ ク競 技大 会 の 実施 及び 中

止 の 費用 試 算に 関 す る質 問に 対 す る答 弁書 に

つ い て（ 決 定）                   （同 上）

1. 衆 議 院議 員松 原 仁 （立 民） 提 出 東京 オリ ン ピ

ッ ク ・パ ラリ ン ピ ック 競技 大 会 実施 にお け る

新 型 コロ ナウ イ ル ス感 染症 新 変 異株 発生 の 懸

念 に 関す る質 問 に 対す る答 弁 書 につ いて

（ 決 定）                          （ 同上 ）

 1. 参 議 院議 員 田 島麻 衣子 （ 立 憲） 提出 東 京 電力

福 島 第 一原 発の 処 理 水の 海洋 放 出 に関 する 質

問 に 対 す る答 弁 書 につ いて （ 決 定 )( 復興 庁 ）

1. 衆 議 院議 員早 稲 田 夕季 （立 民 ） 提出 マイ ナ ン

バ ー カ ード の再 交 付 手数 料に 関 す る再 質問 に

対 す る 答弁 書に つ い て（ 決定 ）  （総 務省 ）

1. 衆 議 院議 員丸 山 穂 高（ 無） 提 出 二酸 化炭 素 を

用 い た 消火 設備 の 危 険性 に関 す る 質問 に対 す

る 答 弁 書に つい て （ 決定 ）     （ 同上 ）

1. 衆議院議員馬場伸幸（維新）提出「強制連行」

「 強 制労 働」 と い う表 現に 関 す る質 問に 対 す

る 答 弁書 につ い て （決 定）       （ 外務 省 ）

1. 衆 議 院議 員長 妻 昭 （立 民） 提 出 生活 保護 の 生

活 扶 助 基準 に関 す る 質問 に対 す る 答弁 書に つ

い て （ 決定 ）        （ 厚 生労 働省 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
な し

〃 ○

〔 別 添 〕
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1. 参 議 院議 員宮 沢 由 佳（ 立憲 ） 提 出保 護者 が 里

帰 り し た際 のこ ど も の定 期予 防 接 種に 関す る

質 問 に 対す る答 弁 書 につ いて （ 決 定）

（ 厚 生 労 働省） 

◎ 公 布 （法 律）
1. 自 然 公園 法の 一 部 を改 正す る 法 律（ 決定 ）

☆ 1. 国 会 議員 の 歳 費 , 旅費 及 び 手当 等に 関 す る法
律 の一 部 を 改正 する 法 律 （決 定）

◎ 政 令 
○ 令 和２ 年 ５月 １ ５ 日か ら７ 月 ３ １日 まで の 間 の豪

雨 に よる 災害 に つ いて の激 甚 災 害及 びこ れ に 対し
適 用 すべ き措 置 の 指定 に関 す る 政令 の一 部 を 改正
す る 政令 （決 定 ）

（ 内 閣 府本 府・ 財 務 ・厚 生労 働 省 ） 
〃 ○中 小 企業 退 職 金共 済法 施 行 令の 一部 を 改 正す る政

令 （ 決 定）           （厚 生労 働 省 ）

◎ 人 事 
○ 鈴 木亮 太 郎外 １ 名 を特 命全 権 大 使に 任命 す る こと

に つ い て （ 決定 ）
〃 ○ 財務 官岡 村 健 司外 ２名 に ア ジア 開発 銀 行 総務 会第

５ ４ 回 年 次 会合 臨 時 総務 代理 た る 日本 政府 代 表 代
理 を 命 じ ， 法務 省 大 臣官 房長 髙 嶋 智光 外１ 名 に 日
本 国 と ア メ リカ 合 衆 国と の間 の 相 互協 力及 び 安 全
保 障 条 約 第 ６条 に 基 づく 施設 及 び 区域 並び に 日 本
国 に お け る 合衆 国 軍 隊の 地位 に 関 する 協定 第 ２ ５
条 に よ る 合 同委 員 会 日本 政府 代 表 代理 等を 命 免 す
る こ と に つ いて （ 決 定）

☆ 坂 田千 絵 を判 事 兼 簡易 裁判 所 判 事に 任命 す る こと
に つ い て （ 決定 ）

☆ 佐 賀大 学 名誉 教 授 大島 恒彦 外 ２ ２２ 名の 叙 位 ，叙
勲 又 は 紺 綬 褒章 等 授 与に つい て （ 決定 ）

◎ 配 布 
☆ 令 和 ３ 年版外 交 青 書   （ 外 務 省） 
☆ 衆 議 院 北海道 第 ２ 区選 出議 員 補 欠選 挙結 果 調

（ 総 務 省 ） 

資 料  
な し

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し
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☆ 参 議 院 長野県 選 挙 区選 出議 員 補 欠選 挙結 果 調

（ 総 務 省 ） 

☆参 議院 広 島 県選 挙区 選 出 議員 再選 挙 結 果調

（ 同 上） 

☆名 古屋 市 長 選挙 結果 調 （ 同上 ） 

〔 ○ 署 名あ り ☆ 署 名な し〕
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令和３年 

４月 27日 

◎ 一 般 案件

  ○ 債 務救済 措 置 （債 務支 払 猶 予方 式） に 関 する 日本

国 政 府と パキ ス タ ン・ イス ラ ム 共和 国政 府 と の間

の ４ の書 簡の 交 換 につ いて （ 決 定）  （ 外 務 省）

〔 ○ 署 名あ り ☆ 署 名な し〕

資 料
な し

（ 火 ）件 名 外 案 件
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令和３年 

  ４月 27日 

◎ 議 員 提出 法律 案 関 係

○ 衆 議院 議 員生 方 幸 夫（ 立民 ） 外 １名 提出 の 地 球温

暖 化 対 策 の 推進 に 関 する 法律 の 一 部を 改正 す る 法

律 案 に 対 す る修 正 案 に対 する 国 会 法第 ５７ 条 の ３

に 基 づ く 内 閣の 意 見 要旨 につ い て （決 定）

（ 環 境 ・ 財務・ 経 済 産業 省） 

〔 ○ 署 名あ り ☆ 署 名な し〕

（ 火 ）準 備 の た め 

資 料
あ り
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